














わらず、現在では 56:44である。当初、 1000件荊後のアクセス件数/月も増加し、本年 1
月には 2033件と約 2倍に達した。特に、 10月 (3649件)， 11月 (2724件)のアクセス件





































海外の医療情報については、 WHO，CDC， Medscape， Health Canada等があり、感染
症などの統計データの提示から、問い合わせに応じるホームページまで有り、インターネッ
トを十分活用している。しかし、言葉の問題もあり、日本人による海外医療情報の利用度
は低い。国内では、早期に立ち上げた姫路猫協大の「マラリア情報ネットワークjを含め、
徐々に増加している。また、厚生省が「海外渡航者保健情報システム」を作ることになって
いる。しかし、 lつのサーバで、総ての情報を網羅することは困難で、 lつでも多くのサー
バが望まれる。これからも、インターネットの利用者は増加し、 WWWによる情報提供の
有効性は高まるであろう。
今回、熱帯医学研究所では、資料室が「熱帯病資料情報センターjに改組される予定で
ある。このセンターの設立目的は、 (1)熱帯病の基礎研究推進， (2)熱帯病専門医の育成，
(3)熱帯病資料提供である。センタースッタフは、熱帯医学の基礎研究を行うと伴に、上記
の目的を遂行する。その業務は多岐にわたるが、熱帯病資料提供の一還として、不特定多
数を対象とする熱帯医学情報の提供を計画している。昨年より、近年本所研究者が、熱帯
地の現地調査で得た資料や研究結果について、情報提供の準備を行っている。この情報は、
まだ公開してませんが、その一部を小坂所長 和田教授，鈴木助教授と共に、皇太子御夫
妻へ御説明した時の写真である。(次ページ)
熱帯医学研究所には、風土病研究所設立(昭和 21年)以来集められた、熱帯病に関する
資料や研究成果が保存されている。現時点では、まだコンピュータ設備が完備されてない
が、 50年間に蓄積された多数の資料についても、上記の自的に沿って情報を公開し、我々
の研究が多くの人々のお役に立つことを望んで、いる。特に、インターネットによる情報提
供の効果に期待している。
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